
神経科学と精神疾患研究のためのCRISPR戦略
A CRISPR strategy for neuroscience and psychiatric diseases

ゲノム編集技術、特にCRISPRの登場は我々に極めて柔軟な
DNA/RNA操作のマルチオペレーションプラットフォームをもたらした。
神経科学/精神疾患研究におけるそのインパクトは極めて大きく、これま
で想像もされなかったような様々な研究と根本的な遺伝子治療の機会
が現実となってきた。本セミナーでは、1) 遺伝子改変霊⾧類を用いた
ヒト精神疾患モデリング、2) ゲノム自己修復技術、3) in vivoゲノム
編集による神経回路研究を例に、テクノロジー開発から疾患モデリング、
生物学そして疾患治療を目指した、CRISPRと先端技術を駆使した
我々の取り組みを紹介する。神経科学/精神疾患研究のブレークス
ルーにつながる議論を期待したい。
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